
①統括アドバイザーによる交流サロン

講演やワークショップによる「交流サロン」を実施。その場で出さ

れたアイデアや具体的な提案に対し、統括アドバイザーが、参加

者自らが地域での取り組みに寄与できるような助言を行う。

②専門アドバイザーによる相談事業

地域で活動する団体や個人から寄せられる男女共同参画の各分

野に関する相談に対し、課題解決のための助言・講座等を実施

男女共同参画専門人材設置事業 【山梨県】

本県課題として「社会の幅広い分野で制度や仕組みに意見を反

映できるリーダー的人材を育成してくこと」や「多様な視点や発想を

取り入れることが出来るよう、地域における女性の参画を進めてい

くこと」があげられる。県民等の主体的な取り組みを支援していく必

要があるが、活動支援のための助言が出来るような専門的知識を

持つ人材（専門人材）を設置出来ているとはいえない状況

地域の実情と課題

○国立女性教育会館

○山梨大学

○山梨県立大学

○都留文科大学

○山梨県県立男女共同参画推進センター

○県内市町村

連携団体

相談の依頼があるものの、アドバイザーの都合がつかずに依頼

を断る例が複数あったため、人選や設置人数などを検討し、依頼

に対応できる体制作りを行う必要がある。

今後の課題

地域で活動する女性団体等や個人が抱える課題等に対して、専

門的知見を有する専門家による助言を受けることで、活動内容の

さらなる発展が期待され、本県の官民連携による男女共同参画の

取り組みが強力に推進されていくことが期待される。

事業の効果

目的：地域で活動する女性団体等や個人が抱える課題等に対し、

専門的知見を有する専門家の多面的な助言による、活動内

容のさらなる発展を期待し、本県の官民連携による男女共同

参画の取り組みが強力に推進されていくことを目的とする。

目標：専門人材による助言の回数 54回 （R6実績 28回）

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 721 千円

交付金額 360 千円

事業番号 １



●事業内容：①統括アドバイザーによる交流サロン

萩原なつ子氏を統括アドバイザーとして委嘱し、公募による参加者や県内各地域に出向いて講演やワークショップによ

る「交流サロン」を実施。その場で出されたアイデアや具体的な提案に統括アドバイザーが助言を行い、参加者自らが

地域での取り組みに活かすなどの活動に寄与する。

②専門アドバイザーによる相談事業

地域で活動する団体や個人から寄せられる男女共同参画の各分野に関する相談に対し、専門アドバイザーが課題解

決のための助言・講座等を実施する。

●対         象：県内企業、NPO法人、大学サークル、社会福祉法人、市町村男女共同参画推進委員会、女性団体、地

域で活動する団体や個人

●専門人材：チラシのとおり

●実 績：交流サロン １３回開催 専門アドバイザーによる相談事業 １５回開催

事業の概要

山梨県男女共同参画・共生社会
推進統括アドバイザー 萩原 なつ子氏

（現職）
独立行政法人 国立女性教育会館理事長（R4.4月～）
山梨県男女共同参画・共生社会推進統括アドバイザー(R4.4月～)
認定特定非営利活動法人 日本ＮＰＯセンター理事
立教大学名誉教授
 
（経歴）

山梨県出身。広告代理店勤務、（財）トヨタ財団アソシエイト・プログラムオフィサー、東横学
園女子短期大学助教授、宮城県環境生活部次長、武蔵工業大学助教授、立教大学社会学
部／大学院21世紀社会デザイン研究科教授（R4.3月定年退職）等を経て、現職。
内閣府男女共同参画推進連携会議議員、中央環境審議会委員、産業構造審議会委員、文
部科学省中央教育審議会委員、内閣府「栄典に関する有識者」、内閣府休眠預金等活用審
議会委員等を歴任。

大学で教鞭をとる傍ら、女性にやさしいまちづくりをめざした「としま100人女子会」や消滅可
能性都市と言われた東京都豊島区の再生に向けて区が立ち上げた「としま F1会議」の座長
を務めるなど、広範なネットワークを生かして、ユニークで斬新な事業を全国各地で仕掛け
ている。
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